
ファインバブルを用いた深層混合処理工法の研究
1. 深層混合処理工法とは

軟弱地盤に対する対応

地盤改良 杭支持

固化 締固め 脱水 置換

深層混合
処理工法

建物を施工する際

浅層混合
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セメントミルク(セメント＋水)と
土を撹拌して改良体を作る工法

セメント
粒子(+)

粘性土
粒子(-) 凝集体

セメント(+)と粘土(-)が電気的に

凝集してしまうことがある。
→想定した強度に達しないかも…

2. 分散剤による対策

3. ファインバブルとは…

ポリカルボン酸系分散剤

セメントミルクに溶
かすとセメントの電

位が低下する。

セメント(-)と粘土(-)で
電気的斥力で凝集を抑制する

ことができる！！
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4. ファインバブルによる効果

ファインバブル

セメント粒子

分散剤同様、セメント(-)と
粘土(-)で斥力によって

凝集を抑制することができる！！

セメント粒子に
吸着して電位が

低下する。

5. 模型実験による検討
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撹拌翼拡大図模型実験条件表
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改良体を低部から75ｍｍピッチで切断し、各断面

における、土壌硬度計の硬度指数の平均値と変動
係数を比較した。
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改良体写真 切断深度 改良体断面 計測位置
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模型実験装置
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各条件のX4断面に

おける硬度指数分布

色
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切断時破損

※液状化

緩い砂

［支持層］

支持杭

地盤改良

Case
撹拌翼
回転数
(rpm)

セメント
添加率(%)

実験用水
貫入速度
(m/min)

添加物

1 無

2 ファインバブル

3
ポリカルボン酸系

分散剤　添加率1.0%

10 蒸留水 0.210
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